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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
１
団
地（
１
戸
）

・
布　
津　
寺
田
団
地…

（
１
戸
）

　
＊
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
有　
家　
長
田
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
西
有
家　
上
の
原
団
地
（
１
戸
）

・
北
有
馬　
本
町
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
２
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
２
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
口
之
津　
仲
町
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
３
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
１
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

・
加
津
佐　
泉
が
丘
団
地
（
２
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

●
募
集
期
間

　
２
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

２
月
21
日
㈬

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

「
２
月　
日
は
行
政
書
士
記
念
日
」

一
日
無
料
相
談
会
開
催

　
県
行
政
書
士
会
で
は
一
日
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
２
月
22
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ば
市
内
各
行
政
書
士
事
務
所

な
相
続
、遺
言
、農
地
転
用
、会
社
・

法
人
設
立
な
ど

問
長
崎
県
行
政
書
士
会
島
原
支
部

　
古
川
武　
☎
６
２
‐
３
１
５
０

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
２
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
漁

船
等
小
型
船
舶
の
乗
船
者
に
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

　
漁
業
や
レ
ジ
ャ
ー
で
小
型
船
舶

に
乗
船
さ
れ
る
人
は
、
自
身
の
命

を
守
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、船
長
（
船
舶
操
縦
者
）
に
は
、

着
用
義
務
違
反
に
よ
る
処
分
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

問
水
産
課　
☎
７
３
‐
６
６
６
２

販
路
拡
大
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
事
業
者
向
け
に
、
商
品
の
販
売

戦
略
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
を
お
招
き

し
て
、
売
上
向
上
に
繋
が
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
２
月
７
日
㈬ 

午
後
６
時
〜
８
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な
講
師（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル（
山
口
県
）代
表

の
摩
嶋
氏
）に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

し
２
月
５
日
㈪

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
長
崎
県
産
業
振
興
団

　
☎
０
９
５
‐
８
２
０
‐
３
０
９
１

体
温
計
や
乾
電
池
の

処
分
に
ご
注
意
を

　
体
温
計
や
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水

銀
は
、焼
却
し
て
も
灰
に
な
ら
ず
、最

後
ま
で
有
害
物
質
と
し
て
残
り
ま
す
。

　
水
銀
入
り
の
体
温
計
や
乾
電
池
は

可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
な
ど
に
混
入

し
な
い
で
、
必
ず
有
害
ご
み
と
し
て

指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
深
江
地
区…

分
け
兵
衛
ハ
ウ
ス

・
布
津
地
区…

布
津
支
所
、
天
ヶ

瀬
集
積
場

・
有
家
〜
加
津
佐…

各
地
区
の
不

燃
ご
み
収
集
場
所

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
環
境
課　
☎
７
３
‐
６
６
４
４

第
２
０
３
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
全
国
的

に
民
間
信
仰
史
上
稀
に
見
る
信
仰

形
態
を
有
す
る
「
え
び
す
神
」。

こ
の
え
び
す
神
の
「
神
観
念
の
変

化
」
の
中
で
造
ら
れ
た
「
そ
ろ
ば

ん
え
び
す
神
」
が
有
家
を
中
心
と

し
た
南
島
原
市
に
鎮
座
し
て
い
る
。

地
元
で
は
大
変
親
し
ま
れ
て
い
る

「
そ
ろ
ば
ん
え
び
す
神
」を
民
俗
学
、

歴
史
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
そ

の
信
仰
史
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

新
た
な
知
識
と
の
出
会
い
を
求
め

て
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※

当
初
の
演
題
と
異
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
３
月
10
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

終
了
後
、
平
成
29
年
度
閉
講
式

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
講
座…

「
福
を
招
く
そ
ろ
ば
ん

え
び
す
神
」

●
講
師…

有
家
史
談
会

　
山
下　
貞
文 

氏

定
40
人

り
無
料

し
３
月
８
日
㈭

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

〜
農
業
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

収
入
保
険
制
度
が
は
じ
ま

り
ま
す

「
制
度
の
仕
組
み
」

●
収
入
保
険
制
度
と
は

　
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
が
加

入
で
き
る
保
険
制
度
で
、
自
然
災

害
や
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の
経

営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。

収
入
全
体
を
み
て
総
合
的
に
判
断

で
き
る
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
平
成
31
年
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
加
入
申
請
は
平
成
30
年
10
月
か

ら
11
月
で
す
！

●
誰
で
も
加
入
で
き
る
の
？

・
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で

す
。

・
野
菜
価
格
安
定
制
度
や
ナ
ラ
シ

対
策
な
ど
の
、
国
が
行
う
類
似

制
度
と
は
選
択
加
入
で
す
。

・
畜
産
経
営
安
定
対
策
（
マ
ル
キ

ン
）
な
ど
の
対
象
で
あ
る
肉
用

牛
、
肉
用
子
牛
、
豚
肉
、
鶏
卵

は
収
入
保
険
の
対
象
外
で
す
が
、

他
の
品
目
と
の
複
合
経
営
の
場

合
は
他
の
品
目
の
み
収
入
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
長
崎
県
南
農
業
共
済
組
合

　
☎
０
９
５
７
‐
２
７
‐
０
８
８
０

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

〜
誰
で
も
気
軽
に
簡
単
に
運
動

で
き
ま
す
〜

●
ヨ
ガ

と
２
月
16
日
㈮
、
23
日
㈮
、
３
月

２
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

ば
西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
カ

ム
ス

※

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
で
も

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
太
極
舞

と
２
月
17
日
㈯
・
２
月
24
日
㈯
・

３
月
３
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ば
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

り
１
，０
０
０
円（
保
険
料
ほ
か
）

し
２
月
９
日
㈮

も
各
支
所
ま
た
は
教
育
振
興
班
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
７
３
‐
６
７
０
４

第　
回
有
馬
ひ
ょ
う
た
ん
展

〜
瓢
箪
ラ
ン
プ
と
工
芸
瓢
箪
〜

　
丹
精
を
込
め
、
繊
細
に
加
工
さ

れ
た
ひ
ょ
う
た
ん
が
数
多
く
展
示

さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
来
場
者
に
は
、

抽
選
で
ひ
ょ
う
た
ん
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

と
３
月
２
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
３
月
３
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
３
月
４
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

ば
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
日
野
江

問
有
馬
愛
瓢
会
（
事
務
局
：
小
松
）

　
☎
８
４
‐
２
３
８
７

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　

 ―

敬
称
略―

　

●
一
般
寄
附

・
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
長
崎
青
年
部

　
（
南
有
馬
町
）

●
教
育
寄
附

・
原
田　
一
彦
（
有
家
町
）

・
吉
田　
　
哲
（
東
京
都
）

・
本
多
美
津
江
（
有
家
町
）

有
機
農
業
総
合
研
修
大
会

　
有
機
農
業
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に

学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
そ
し
て
、

有
機
農
業
と
は
何
か
を
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

の
機
会
と
し
て
、
研
修
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
人

は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
２
月
27
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
〜
）

ば
口
之
津
公
民
館

●
講
演…

「
農
家
の
た
め
の
土
壌

学 

南
島
原
土
壌
の
健
康
診
断 

〜
目
指
す
は
、健
康
な
土
〜
」

●
講
師

　
東
京
農
業
大
学 

名
誉
教
授

　
全
国
土
の
会 

会
長 

後
藤 

逸
男 

氏

り
無
料（
申
込
不
要
）

●
主
催…

南
島
原
市
有
機
農
業
推

進
協
議
会

問
農
林
課　
☎
７
３
‐
６
６
６
１

女
性
講
座

〜
健
康
に
な
り
な
が
ら
美
し
く
〜

　
女
性
が
自
己
を
見
つ
め
て
、
自

己
か
ら
発
す
る
こ
と
を
感
じ
取
り
、

ま
た
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
課
題
を

見
つ
け
、
共
に
学
習
し
、
教
養
と

生
活
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
し

い
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

と
お
し
て
、
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
女
性
学

級
を
開
催
し
ま
す
。

●
深
江
会
場

と
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ

①
２
月
27
日
㈫ 

午
後
７
時
30
分
〜

　
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ

②
３
月
６
日
㈫ 

午
後
７
時
30
分
〜

ば
深
江
公
民
館

●
北
有
馬
会
場

と
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ

①
３
月
１
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜

　
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ

②
３
月
５
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
〜

ば
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
文
化
セ
ン
タ

ー
日
野
江

●
口
之
津
会
場

と
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ

①
３
月
２
日
㈮ 

午
後
７
時
30
分
〜

　
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ

②
３
月
９
日
㈮ 

午
後
７
時
30
分
〜

ば
口
之
津
公
民
館

【
共
通
事
項
】

●
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ…

靴
の
設
計
士
が

教
え
る
こ
こ
だ
け
の
話
〝
正
し

い
足
の
ケ
ア
〞

・
講
師…

シ
ュ
ー
ズ
技
能
士

　
小
田 

氏

●
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ…

礼
と
は
何
か
。

知
っ
て
お
け
ば
得
を
す
る
!?
日

常
生
活
の
マ
ナ
ー

・
講
師…

佐
藤　
勝
子 

氏

●
持
参
品…

筆
記
用
具
、タ
オ
ル

な
ど※

詳
細
は
決
定
通
知
書
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
お
よ
び
勤
労
の
成
人

女
性

定
各
会
場
20
人

り
無
料

し
２
月
16
日
㈮

も
電
話
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
３

　
℻
８
５
‐
２
７
６
７

gakushuu@city.minamishimabara.lg.jp

国
立
口
之
津
海
上
技
術

学
校
生
徒
募
集

●
試
験
日

　
２
月
11
日
㈰　
午
前
９
時

●
定
員…

30
人

●
願
書
締
め
切
り…

２
月
６
日
㈫

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校　

　
教
務
課　
☎
８
６
‐
２
１
５
２

講
座
「
南
有
馬
町 

原
城
跡
の
歴
史
」

　
島
原
・
天
草
一
揆
の
舞
台
と
な
っ
た
原
城
跡
は
平
成
30
年

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
構
成
資
産
の
１
つ
で
す
。

　
原
城
跡
は
な
ぜ
世
界
遺
産
登
録
の
候
補
に
な
っ
て
い
る

の
？
原
城
跡
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の
？
な
ど
の
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
①
２
月
23
日
㈮　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
題「
原
城
跡
と
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
の
繋
が
り
」

　
②
３
月
10
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
題「
原
城
跡
に
つ
い
て
」

ば
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館

り
無
料

し
開
催
日
の
前
日
ま
で

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
お
名
前
・
日
程
・
人
数
・
ご
連
絡
先
を
お
聞
き
し
ま
す
）

問
南
島
原
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会 

☎
６
５
‐
６
３
３
３

※
天
気
が
良
け
れ
ば
原
城
跡
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

地
元
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

南島原の宝物が
　　　“世界の宝物”に

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

ジオパークで
あり続けるための取り組み

島原半島ユネスコ世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

島原半島ユネスコ世界ジオパーク
キャラクター「ジーナちゃん」

　島原半島ユネスコ世界ジオパークの見どころは火山だけで
はありません。その代表が貝化石です。地層の中にある貝化
石は、私たちに何を教えてくれるのでしょうか。その秘密は、
今、貝がどこに生息しているのかがヒントになります。
　みそ汁でおなじみのシジミは、海水と淡水が混ざる湖
の砂や泥がたまる場所に棲んでいます。つぼ焼きがおい
しいサザエは、やや深い岩場を好みます。ホタテガイは
レキが混ざった砂地を好みますが、九州のような温かい
海ではなく、東北や北海道などの水温が低い海に棲んで
います。つまり貝化石は、その地層ができた場所の、当
時の海の水深、塩分濃度、水温などの環境を私たちに教
えてくれます。特に、二枚の貝殻がくっついたままの貝
化石は、生きた状態のまま化石になった可能性が高いた
め、その地層がつくられた当時の地球環境を知る極めて
貴重な存在です。
　貝化石と化石を含む地層は、島原半島地域が約150万
年前から現在のような内海であったことを伝えています。
静かな湾の中では、雲仙火山ができる前の火山が噴火を
繰り返し、火山島を成長させていったことでしょう。そ
して当時の陸上には大きなシカやゾウがいたことも、化
石が伝える過去の島原半島の姿です。

　過去の地球環境がどのように変化したのかを知ることは、
未来の地球環境の変化を知る上で重要です。そのためにも、
見つけた貝化石は採取せず、そのまま未来に受け継いでいっ
てください。

ジオサイト43  ～未来の地球を示すカケラ～ 「貝化石が伝える過去と未来の島原半島の姿」 

と２月24日土  講話…午前10時～正午
ば島原市森岳公民館講堂（大ホール）
な鹿児島市桜島で地域活性化や現地ガイドとして活躍
している福島氏を講師に、ジオパークを活用して
儲ける（地域を潤す）ためにどうすればいいか、他の
地域の事例などを紹介しながら、ワークショップ形
式で語り合います。

●題　目…島原半島にジオパークは必要か!?
　　　　　～みんなで話そう、儲かるジオパーク～
●講　師…福島　大輔 氏
　　　　　（NPO法人 桜島ミュージアム 理事長）
り無料　も不要
問島原半島ジオパーク協議会 ☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
　E-mail: info@unzen-geopark.jp

第18回 島原半島
ユネスコ世界ジオパークセミナー

島原半島で見られる貝化石。
スミノエガキというカキの仲間です。

島原半島で見られる貝化石。
アワジチヒロというホタテガイの仲間を含んでいます。


